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本
研
究
で
は
、
連
接
す
る
二
つ
の
形
容
詞
の
語
順
、
及
び
そ
の
語
順
の
 
 

決
定
に
影
響
を
与
え
る
と
考
え
ら
れ
る
要
素
に
つ
い
て
、
「
意
味
の
違
い
」
 
 

と
い
う
観
点
を
中
心
に
し
、
さ
ら
に
「
形
式
の
違
い
 
（
構
成
・
音
数
・
品
 
 

詞
）
」
の
観
点
を
加
え
、
「
終
止
・
連
体
・
連
用
」
の
各
用
法
別
に
分
析
を
 
 

行
っ
た
。
 
 
 

「
意
味
の
違
い
」
と
い
う
観
点
に
お
い
て
は
、
二
つ
の
形
容
詞
の
内
一
 
 

方
が
「
評
価
の
形
容
詞
L
「
程
度
の
形
容
詞
」
の
場
合
、
す
べ
て
の
用
法
 
 

に
お
い
て
、
「
評
価
の
形
容
詞
」
は
後
置
し
、
「
程
度
の
形
容
詞
」
は
前
置
 
 

す
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
「
主
観
的
形
容
詞
」
「
客
観
的
形
容
詞
」
 
 

の
組
み
合
わ
せ
の
場
合
、
終
止
・
連
体
b
（
前
置
形
容
詞
が
連
用
形
の
場
 
 

合
の
み
）
・
連
用
用
法
に
お
い
て
、
「
客
観
的
形
容
詞
1
主
観
的
形
容
詞
」
 
 

の
順
に
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
 
 
 

「
形
式
の
違
い
」
と
い
う
観
点
に
お
い
て
は
、
「
形
容
詞
」
と
「
形
容
 
 

動
詞
」
の
組
み
合
わ
せ
の
場
合
、
終
止
・
連
体
・
連
用
す
べ
て
の
用
法
に
 
 

お
い
て
、
「
形
容
詞
1
形
容
動
詞
」
の
順
に
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
、
「
形
容
 
 

動
詞
」
ど
う
し
の
組
み
合
わ
せ
の
場
合
、
す
べ
て
の
用
法
に
お
い
て
「
音
 
 

数
の
短
い
形
容
詞
1
音
数
の
長
い
形
容
詞
」
の
順
に
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
 
 

た
。
ま
た
「
形
容
詞
」
ど
う
し
の
組
み
合
わ
せ
の
場
合
、
終
止
・
連
用
用
 
 

法
に
お
い
て
の
み
、
「
音
数
の
短
い
形
容
詞
1
音
数
の
長
い
形
容
詞
」
の
 
 

順
に
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
 
 

連
漬
す
る
二
つ
の
形
容
詞
の
語
順
に
つ
い
て
 
 

日
本
語
学
研
究
室
一
四
二
四
 
八
田
 
麻
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